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研究成果の概要（和文）：「財政外部性の計測に基づく道州制の組み合わせパターン評価」と題する論文では、地方制
度調査会(2006)で提案された道州制の3パターンを検討した結果、土木費・教育費についてだけ考えると、東北地方・
九州地方をそれぞれ分割することは支持されないことが分かった。
「Multiple testing problem in spatial autocorrelation test」と題する論文では、距離逆数行列の冪乗のパラメー
タ設定が多重検定の有意水準の設定に大きな影響を与えることを発見した。

研究成果の概要（英文）：The research named 'Dosyu-system plan in Japan and prefectural fiscal externality'
 discussed the first of three points in introducing Dosyu-system plan in Japan: how combine current prefec
tures?; which tax instrument should be attributed to new 'Dosyu's?; where captal cities of each 'Dosyu' lo
cate? We propose that measured fiscal externality among prefectures are used to evaluate the combinations.
 Empirical analysis on a spatial econometric model and recent prefectural level statistics was conducted. 
Our result showed that the 11-Dosyu plan should be introduced to minimize current fiscal externality.
The reserach named 'Multiple testing problem in spatial autocorrelation test' showed that the distance dec
ay parameter plays a significant role in the multiple-testing problem of spatial model.  
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１．研究開始当初の背景 
現状(2010 年 10 月現在)の日本の地方財政制
度では、行政区画(空間構造)は「国(中央政
府)」・「都道府県」・「市町村」の 3層の構成で
ある。「道州」とは一般に「国(中央政府)」と
「都道府県」の間に追加される新しい層、も
しくは複数の「都道府県」を置き換えた空間
単位を指す。近代日本における道州制は、古
くは 1920 年代から議論されている。近年、
交通網の発達による交流圏の拡大や国から
地方への権限・財源委譲の議論とともに道州
制および地方分権への注目も再び強くなっ
ている。例えば、「関西広域連合」という関
西地方の府県による広域連合を結成しよう
という動きが、数ヶ月内に総務相に許可を申
請するところまで具体化しつつある。 
道州パターンの提案の一般的基準・学術的基
準道州制の目的はいくつかあるが、それらへ
のウェイトで道州制の最適なパターンは当
然ながら異なるであろう。特に学術的検討、
特に実証的な検討が非常に少ないのが、都道
府県財政の相互依存関係である。今回の申請
の文脈で言えば、財政外部性の内部化として
の道州制の評価と言える。政府間の財政の相
互依存関係の検討は、Anselin (1988)などを
出発点とする空間計量経済学の主要テーマ
として広く議論されてきた (Brueckner, 
2008)。一般的には空間自己回帰モデルは広
く採用されているが、日本の都道府県財政に
ついての既存研究は、菅原・國崎(2005)等し
かない。ここ数年間の空間自己回帰モデルの
重要な理論的発展として、複数の空間項の導
入・分散不均一性の考慮が挙げられる。これ
らの応用によって、都道府県財政の相互依存
関係の検討についても格段の進歩が期待さ
れる。 
 
２．研究の目的 
導入が検討されている日本の道州制に関し
て、空間計量経済学による財政外部性の評価
により、ミクロ経済学の観点から望ましい都
道府県の組み合わせパターンを提案するこ
とである。また、それによって応用経済学(都
市経済学)の有用性を社会に示すことである。 
 
３．研究の方法 
平成 23 年度においては、まず、空間計量経
済学、特に空間自己回帰モデルについての重
要な二つの側面について、それぞれ理論研
究・実証研究により検討した。「空間自己回
帰モデルにおける説明変数と相関のある除
外変数の影響」と題する研究は、空間自己回
帰モデルのいくつかの推定法について、実際
の実証研究で大きな問題となりうる、説明変
数と相関のある除外変数の影響を、小標本の
場合を含むシミュレーションにより検討す
るものである。空間自己回帰モデルの推定法
についての理論的研究は蓄積されており、特
に空間自己相関がある除外変数については、
空間エラーモデルにより対応できるとされ

ている。また、被説明変数の空間自己相関を
考慮した空間ラグモデルに関して説明変数
と相関のある除外変数が存在しないという
理想的な場合については、一致性の理論的な
確認や小標本特性の実験による確認が行わ
れている。しかしながら、実際の実証研究を
考えてみると、入手できずモデルから除外さ
れる何らかの説明変数が、モデルに含まれる
説明変数と相関があるケースがほとんどで
ある。よって、説明変数と相関のある除外変
数のケースについての検討は重要である。本
研究では具体的には最尤法(ML)・空間的 2段
階最小自乗法(2SLS)・一般化積率法(GMM)の
性能を二つの RMSE により比較した。また、
Mathematica により、最新の手法(複数の空間
項・分散不均一性への対応)により空間自己
回帰モデルを推定するプログラムの開発を
引き続いておこなった。 
平成 24 年度においては、技術的な問題の解
決に当たるとともに今回の科研費のテーマ
である、道州制そのものの検討に着手した。
前者については、「空間自己回帰モデルにお
ける説明変数と相関のある除外変数の影響」
と題する研究を前年度に引き続いて行った。
また、空間経済学・空間計量経済学という点
で共通している周辺研究を発表した。特に関
連が深いのは、地価の波及効果についての
「Specification of Spatial Structures in 
Amenity Evaluation in Metropolitan Areas」
と題する研究である。後者では、「都道府県
財政間の外部性から考える道州制:道州制で
東北地方は南北に分けるべきか?」と題する
研究を雑誌に掲載するとともに、「都市経済
学からの道州制への提言: 空間計量経済学
による財政外部性評価」と題して、学会発表
を行った。 
平成 25 年度においては、これまでの発表に
よって受けたコメントなどから、サーベイの
不足部分を補うとともに、研究を進め、論文
の最終的な発表を行った。また(時)空間自己
坦関モデルの分析においては特にモンテカ
ルロ実験の際に高い計算処理能力を持つ計
算機が必要とされるが、平成 24 年度に購入
した最新の計算機にその役割を担わせた。
「財政外部性の計測に基づく道州制の組み
合わせパターン評価」と題する発表では、道
州制が具体化する際の 3 つの論点である a) 
組み合わせパターン b) 国からの財源等の
移譲 c) 道州の州都の位置を含む道州内の
均衡ある発展の問題のうち、1 番目の組み合
わせパターンについて議論した。具体的には、
都道府県の財政の相互依存関係を道州制の
組み合わせの判断材料の一つとすることを
提案し、2000 年代の都道府県財政や社会経済
データと空間計量経済学モデルによって実
証分析を行い、道州制のパターンを検討した。
「 Multiple testing problem in spatial 
autocorrelation test」と題する発表では、
空間自己相関の確認の際の空間重み付け行
列の選択における多重比較の問題について



検討した。 
 
４．研究成果 
「財政外部性の計測に基づく道州制の組み
合わせパターン評価」と題する論文では、地
方制度調査会(2006)で提案された道州制の 3
パターンを検討した結果、土木費・教育費に
ついてだけ考えると、東北地方・九州地方を
分割するのは支持されないことが分かった。 
「空間自己回帰モデルにおける説明変数と
相関のある除外変数の影響」と題する研究で
は、シミュレーションの結果、ML・GMM が被
る除外変数の影響に比べて、2SLS は大きな影
響を受けることが確認された。特に、ある一
定の条件下では、Data generating process
における空間自己相関の検出も難しくなる
ほどの効率性の低下が見られた。 
「 Multiple testing problem in spatial 
autocorrelation test」と題する論文では、
距離逆数行列の冪乗のパラメータ設定が多
重検定の有意水準の設定に大きな影響を与
えることを発見した。 
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